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事 

故 

名 

講座参加途中に階段で転倒し裂傷 
被 

災 

者     

年齢 

５０歳台   

性別 

 男 

事 

故 

状 

況 

発生日時 

２０２１年７月３１日（火）午前９時頃 

発生場所 公園・里山・海・川・渓谷・その他（ 交通機関の階段 ） 

事故状況（何をして、どのように、どうなった） 

階段を下る途中、バランスを崩して転倒落下し、その際、階段段差で顔面左額を

強打し、左眉上部を裂傷し出血した。 

事 

故 

処 

置 

 

誰が、どのように処置 

自ら所持していたハンカチタオルで止血、駅長室へ行き救急車を要請。自宅に居

た妻に連絡し、駅へ来てもらい、救急車には妻が同乗、病院では最後まで付き添っ

た。 処置後は講座に復帰した。。                                         

ケガの部位・症状 

左眉上部裂傷、縫合処置（１週間後に抜糸） 

推定原因と再発防止策は（分かる範囲で記入下さい） 

＜被災者・イベント主催者の再発防止策＞ 

被災者は講座スタッフであり、他に気を取られ、まだ踊り場があると錯覚してい

たとのこと。事故経験を伝え注意喚起すると共に、移動中は移動に係わる注意を怠

らない様にする。 

総務部会 

コメント 

 

〇誰もが利用して安全だと思われている公共の階段においても、集中していないと

事故が起こることを本事例により学ぶ。 

〇イベント中でなくても、自宅からの往復の経路においての事故も多く発生してい

ることをイベント中に注意喚起してください。 

 


